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この本について

本書は、2013 年 10 月 20 日に香港 KITEC で開催された CWT 香港場 IV に一般参加した

筆者の記録です。

なお、現地の金額表記は原則として香港ドル（HKD）で行いました。

およそ 1HKD=12.7 円（2013 年 10 月）で、感覚的には 1HKD=10 円で使ってしまうと

使い過ぎるので注意して使わなければ…という感じでしたね。

CWT香港場IVとは

CWT(Comic World Taiwan)とは、日本でもかつて開催されていたデリーターが主催する

同人誌即売会「コミックワールド」の台湾での女性向け同人誌即売会です。

Wikipedia によれば香港にコミックワールド CWHK（Comic World HongKong）が存在

しておりそれはコミックワールドの最大勢力らしいのですが、今回筆者が偶然参加できた

CWT 香港場 IV は、CWT が香港に来て開いた即売会の 4 回目であるらしいです。

※正直、このへんは部外者なのでよく分かりません。

http://www.comicworld.com.tw/

本書は KITEC で 2013 年 10 月 20 日（日）に開催された CWT 香港場 IV に、マジック・

ザ・ギャザリングの香港大会（GP 香港）に参加した筆者が偶然遭遇して、一般参加した

ので、そのことを書きつづったものです。

許可を得てコスプレイヤーの写真を撮れば何十ページの本でも作れた所でしたが（笑）、

十分状況を把握できないままカタコトの英語で見知らぬコスプレイヤーに話しかけるのも

抵抗があったのでコスプレイヤーの写真は撮りませんでしたので悪しからず。
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http://www.comicworld.com.tw/


CWT香港場IVとの出会い

筆者はもともとこの即売会の情報を事前にまったく得ておらず、10 月 20 日は KITEC

（九龍灣國際展貿中心）で開催されていたマジック・ザ・ギャザリングの香港大会（GP

香港）に一般プレイヤーとして参加していただけなのでした。

しかし（いつものことですが）成績は特に奮わなかったため、大会 2 日目である日曜日に

は勝ち残れず、その 2 日目もサイドイベントに普通に参加していただけだったのです。

ところが他の参加者などから「廊下にコスプレイヤーがたくさんいる」「同じ施設の別の

フロアで同人誌即売会が開催されているらしい」という情報を耳にしたので、これは参加

せねばなるまいということで大会を途中で抜けて一般参加しようと思ったのでした。

会場を探す

とはいうもののそもそもどこで何をやっているのかも分からなかったので、ともあれ GP

会場のある 1 階からエスカレーターで上に昇ります。

そしてほどなく廊下で数人で車座になって座り込んで服を調えていたり、あるいは撮影を

しているコスプレイヤーたちの集団を発見。というより 3 階以降は、ほとんどそのような

何十人いや百人以上のコスプレイヤーの方々で廊下が埋まっていました。

「店の迷惑になるから地面に座るな」という注意書きがあるもガン無視の模様。
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コスプレイヤーはともかく肝心の即売会場はどこに

あるのだろう…とエスカレーターを上りつつ探すも

見つからない。もしかしてこれは同人誌即売会では

なくてコスプレイベントなのではないか…とも思い

つつ最上階の 7 階まで上がると、時間割が。

やはり同人誌即売会であるのは間違いないようだ。

それにしても午前中にやっていたらしい「児童崇拝

（P3-P6）」というイベントとは一体（笑）。

同人誌とも書いていないが、やはりロリペド向けの

イベントだったのだろうか。

この 7 階には更衣室とクロークがあって受付のスタッフらしい方々がいたのでイベントの

ことを聞くがどうも要領を得ない。たぶん私の拙い英語のせいだろう。

とりあえず 7 階には即売会会場は無いようだし、3 階からずっと廊下に充満するシンナー

（ヘアスプレー）の臭いで気持ち悪くもなってきたので一時退散することにする。

しかし帰る先の 3 階で人の流れを追ったところ、果たして同人誌即売会のフロアを発見！

入り口のスタッフに聞くと「1 階でチケットを買え」ということだったので、そうする。

そして KITEC の入り口にチケット売り場を発見したので、30HKD を払ってチケットを

ゲット。これで入れるかな。カタログは無いのかな。
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やっと入場

そして入場に成功。をを、これは客層も含めてまごうかたなき同人誌即売会。

同人オタよ！私は帰ってきた！

それにしてもカタログは無いのか…と思って受付のスタッフに聞く。どうやらカタログは

完売していたらしいのだが、拙い英語で質問をしていたら向こうが気の毒に思ったのか、

予備を一冊くれた。深く感謝。

サークルの寄せ書きとかもあり、こういうのもまったく日本と変わらない。

買い歩き

会場も入ったのはいいが、さすが

に中国語の同人誌は読めないしと

思いつつ、グッズでも買っていく

かねと会場内をぶらぶらする。

パシフィック・リムの絵葉書とか、

女房への土産にとかわいい表紙の

タイバニ同人誌（中の漫画は読め

ない）とか、適当に買う。
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そして「艦コレ」もあるぞ！…ってアレ？日本国外で

遊べるのか？ゲーム本体を遊べなくても同人誌だけを

出しちゃうのか？東方なのか？

それでも金剛ちゃんＴシャツが 130HKD で売っていた

ので、露骨に東方くさかったりするのに目をつぶって

金銭感覚が観光客な身として買う。なお、霧島さんの

枕カバーも欲しかったが品切れだった。

日本にあるものないもの

また日本語と中国語で台詞が書かれたミリタリー本を

発見したり（日本の即売会に来ているサークルのようだ）、「C84新作」とか書いてある

ＰＯＰを出しているサークルがあったり、進撃の巨人はこちらでも大人気らしかったり。

まあ今どきは、日本とそんなに文化距離も近いし変わらないよねと思ったり。

しかしそんな中をピカチュウのグッズを発見。おっと、

こいつは別の意味で日本じゃ出せないぞ（笑）。

あとはいわゆる「18禁」同人誌がないというのが、一番

大きな違いでしょうかね。まぁそもそもこの即売会は

「女性向け」であるらしいのですが。

ともあれサークルはだいたい回り、15時になるのにまだ昼食を食べていなかったことに

気がついたので会場を離脱。

18禁がないという点を除けば、もうほとんど日本の即売会とも何も変わることはないと

思わせた香港の同人誌即売会でした。

（完）
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香港空港から KITEC へのアクセス
GP 香港および CWT 香港が開催された KITEC（Kowloonbay International Trade & 

Exhibition Centre：九龍灣國際展貿中心）の最寄駅は MRT 九龍湾で、駅からはシャトルバスが

出ています。一応徒歩で行ける距離でもあります（15 分ほど）。

しかしながら MRT で空港駅から九龍湾までの路線を調べると、どうしても２～3 回は乗換えが

必要なルートを提示してきます（運賃は 69HKD）。

所要時間は乗換えを含めて 50 分以上。九龍湾からまたシャトルなりを利用してさらに 15 分や

そこらは必要であることを考えると、これは最安ですがあまり選択したくありません。空港から

会場へ直行する以上は、おそらくは大荷物を抱えての移動になるでしょうし。

一番楽なのは明らかに空港から KITEC までタクシーで直行することで、この場合、35 分で到着

でき、料金はボラれなければ 221-264HKD ほどになるでしょう。ただし値段は 3 倍以上。

検討の結果個人的に出した結論としては、時間と値段のバランスが良いのは、おそらく空港から

九龍までをエクスプレスで移動（25 分/90HKD）したうえで九龍から KITEC までをタクシー

（11 分/58-69HKD）で移動することであると思われます。合計 148-159HKD。

もっとも実はこの結論は「1 人で空港から KITEC まで行く場合」の話で、明らかに一番早くて

リーズナブルなのは「空港から KITEC までのタクシーの相乗り」であると言えます。

2 人であれば 1 人 111-132HKD、3 人であれば 74-85HKD。

結論：日本から KITEC に遊びに行く際には空港で友人と合流してタクシーで行くべし。

参考資料：

http://www.kitec.com.hk/

http://www.taxiautofare.com/hk/Default.aspx

http://www.kitec.com.hk/
http://www.taxiautofare.com/hk/Default.aspx


[広告]

筆者（近藤博次）について：

https://twitter.com/kondohi　（ツイッター。最近はここメインです）

http://otakutalker.diarynote.jp/　（ダイアリーノート。マジック関連はここで）

CWT 香港場 IV に行ってきました (v1.1)

発行：新小岩マジック　https://twitter.com/kondohi

発行日：2014年8月15日 v1.0発行は2013年12月30日

本書の文章や写真などの無断転載を禁じます

GP ラスベガス参加記

2013 年 6 月にラスベガスで開催された「GP ラスベガス」への参加記です。

夏コミケ（コミックマーケット 84）で頒布して好評のうちに完売して再版の予定はあ

りませんが、PDF 版を ameroad のサイトからダウンロードによってお求めいただく

ことが可能です。

40 ページ、300 円です。こちらでダウンロード購入できます↓

http://ameroad.net/l/PPJ

http://ameroad.net/l/PPJ
http://otakutalker.diarynote.jp/
https://twitter.com/kondohi
https://twitter.com/kondohi
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